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文
部
科
学
省
先
輩
証
に
関
す
る
質
問
主
意
書

四
月
十
八
日
、
文
部
科
学
省
は
、
天
下
り
あ
っ
せ
ん
問
題
の
再
発
防
止
策
を
話
し
合
う
有
識
者
会
議
（
非
公
開
）
で
、
希
望

す
る
文
部
科
学
省
Ｏ
Ｂ
に
発
行
し
て
い
た
入
館
証
を
三
月
末
で
廃
止
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
天
下

り
横
行
の
温
床
に
な
っ
た
た
め
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
文
部
科
学
省
先
輩
証
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

文
部
科
学
省
先
輩
証
の
こ
れ
ま
で
の
発
行
枚
数
を
各
部
局
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。

二

文
部
科
学
省
先
輩
証
の
表
面
に
お
け
る
所
有
者
個
人
を
特
定
す
る
記
載
事
項
を
示
さ
れ
た
い
。

三

文
部
科
学
省
人
事
課
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
、
退
職
時
に
国
立
大
学
法
人
、
独
立
行
政
法
人
な
ど
に
所
属
し
た
職
員
を

含
め
、
本
省
勤
務
歴
の
あ
る
部
長
級
以
上
の
Ｏ
Ｂ
に
対
し
て
、
申
請
に
基
づ
い
て
文
部
科
学
省
先
輩
証
を
発
行
し
た
と
承
知

し
て
い
る
が
、
申
請
資
格
の
あ
る
者
の
概
数
を
示
さ
れ
た
い
。

四

文
部
科
学
省
先
輩
証
の
発
行
者
は
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
総
務
課
長
で
あ
る
の
か
。
異
な
る
場
合
、
発
行
者
を
示
さ
れ
た

い
。

五

文
部
科
学
省
先
輩
証
の
裏
面
に
は
「
入
構
の
際
、
便
利
と
な
り
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の
は
事
実
か
。

一



六

五
に
関
連
し
て
、
「
便
利
と
な
り
ま
す
」
と
い
う
便
宜
供
与
は
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
総
務
課
長
名
で
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
の
か
。
異
な
る
場
合
、
そ
の
責
任
者
を
示
さ
れ
た
い
。

七

毎
日
新
聞
の
報
じ
る
と
こ
ろ
で
は
、
「
天
下
り
横
行
の
温
床
に
な
っ
た
と
判
断
し
た
」
た
め
、
三
月
末
に
廃
止
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
先
輩
証
を
用
い
て
「
天
下
り
横
行
の
温
床
」
に
な
っ
た
事
例
は
ど
の
程
度
報
告
さ
れ
て
い
る

の
か
。

八

各
省
庁
の
本
省
で
、
二
〇
〇
〇
年
以
後
、
同
様
な
何
某
省
先
輩
証
な
る
入
館
証
が
発
行
さ
れ
た
事
実
は
あ
る
か
。

九

文
部
科
学
省
の
本
省
は
わ
が
国
の
枢
要
な
政
府
機
関
の
一
つ
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
法
上
の
守
秘
義
務
の
観
点
か
ら
も
、

そ
の
入
館
は
厳
密
に
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
文
部
科
学
省
先
輩
証
は
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
よ
り
発
行

さ
れ
て
い
る
の
か
。
根
拠
と
な
る
法
令
を
明
示
さ
れ
た
い
。

十

既
に
退
職
し
、
国
家
公
務
員
の
身
分
を
持
た
な
い
者
を
み
だ
り
に
わ
が
国
の
枢
要
な
政
府
機
関
の
一
つ
で
あ
る
文
部
科
学

省
の
本
省
に
入
館
さ
せ
る
こ
と
に
関
し
て
、
庁
舎
管
理
者
で
あ
る
文
部
科
学
省
の
担
当
者
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
い

う
「
職
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

十
一

当
該
有
識
者
会
議
は
非
公
開
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
日
程
や
配
付
資
料
な
ど
も
確
認
で
き
な
い
。
文
部
科

二



学
省
が
真
摯
に
天
下
り
あ
っ
せ
ん
問
題
の
再
発
防
止
策
を
話
し
合
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
国
民
に
公
開
し
、
透

明
化
を
図
る
の
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


